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2017 年 3 月 23 日 
報道関係各位 
ニュースリリース 
 

｢家庭の食卓トレンド調査 2016｣結果報告 
― コスパ・簡単重視ながら、目新しい食卓ニーズも顕在 ― 

 
 

株式会社日本能率協会総合研究所（代表取締役社⻑：加藤⽂昭 本社：東京都港区）は、2016 年 11
月に、首都圏在住の主婦（20〜70 代の既婚⼥性）およびシングル⼥性（20〜30 代の未婚⼥性）を対象
に、「家庭の食卓トレンド調査 2016」を実施いたしました。本調査は、食卓の変化の兆しをとらえるた
め、《新しい味編》《野菜編》《魚・肉編》の領域について、網羅的に調査したものです。その結果、下記
のような傾向が明らかになりました。本リリースではその一部をご紹介します。 
 (http://www.jmar.biz/report/life/16_foodtrend.html) 
 
 

◆《新しい味編》：出世メニューで食用経験半数以上は『キーマカレー』『ソーキそば』 
『チョレギサラダ』『バーニャカウダ』『富士宮焼そば』。 

『キーマカレー』は 04 年から増加し続けて 72％に達し、『ソーキそば』は 6 割以上、『チョレギサ
ラダ』『バーニャカウダ』『富士宮焼そば』は半数を超えたメジャーなメニューに。 
◆《新しい味編》：大躍進メニュー『チョレギサラダ』は 20 代主婦が家庭の食卓に。 

『アクアパッツア』は食卓への登場ニーズ高く 30 代主婦に人気。 
『チョレギサラダ』は家庭での食用経験が 12 ポイント急増で増加幅１位、20 代主婦で最も高い。
『アクアパッツァ』は家庭での食用経験・「今後家庭で食べたい」が増加、30 代主婦で最も高い。 
◆《野菜編》《魚・肉編》： “魚”離れ⽌まらず。若い⼥性＆シニア⼥性は、“肉”食化が進⾏、 

ミドル⼥性は、魚も野菜も肉も、食卓登場頻度が減少。 
「野菜メニュー」は 1 日 1 回以上が 88％。「魚介類」は 11％で 07 年の 17％から毎回減少。40
代・50 代で 5 ポイント減少。「肉類」は 32％、シングル⼥性 7 ポイント、70 代 3 ポイント増加。 
◆《野菜編》：新顔野菜の注目株『豆苗』、認知＆購入が増加『ロメインレタス』。 

『サラダ用カット野菜』は 50 代主婦にも浸透して急成⻑。 
『豆苗』は 07 年から 33 ポイント増加。『ロメインレタス』は認知で 13 年から 17 ポイントと最
も増加。『サラダ用カット野菜』が 13 年から 9 ポイント、07 年からは 33 ポイント増加。 
◆《魚・肉編》：40 代主婦は食べ盛りの子供のために多様な肉をよく購入。 

20 代主婦はコスパで『鶏のムネ肉』、シニア主婦は牛や塊肉も。 
『豚こま』91％、『ウィンナー』82%。40 代主婦は『ウィンナー』『合挽き肉』8 割超、20 代主婦
は『鶏モモ』『鶏ムネ』をよく購入。60 代主婦・70 代主婦は牛肉や塊肉が 50 代以下より多い。 

 
 
【調査概要】 
・調査対象：首都圏（１都３県）在住の 20〜70 代主婦（既婚⼥性）および 20〜30 代シングル⼥性（未

婚⼥性） 
・調査⽅法：日本能率協会総合研究所「モニターリサーチ・システム」利用による郵送調査 
・有効回収数：1,298 人(発送数 1,800 人、有効回収率 72.1％) 
・調査実施日：2016 年 11 月 4 日（⾦）〜15 日（火） 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大手町２-２-１ 新大手町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 
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生鮮 3 品について
「野菜メニュー」は

いえます。時系列でみると、
40 代で最も低くなっています。
40 代主婦・

「魚介類メニュー」は
進⾏中です。年代別にみると、
と⽐べて差が大きくなっています。特に
が目⽴ちました。

「肉類メニュー」は、
年までおおよそ
代主婦が 41
⽐較すると、シングル⼥性で
で 8 ポイント減少していました。
シニア層が肉を食べるようになる一⽅で、ミドル層では
頻度が減っていました
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「家庭の食卓トレンド調査 2016｣は、首都圏在住の主婦（20〜70 代の既婚⼥性）およびシングル⼥性
（20〜30 代の未婚⼥性）を対象に、食卓の変化の兆しを時系列でとらえる総合的な調査です。本リリー
スではその一部をご紹介します。 
 
① 《野菜編》野菜の消費意識・実態についての最新トレンドは？ 

定番野菜 57 品目の使い⽅とイメージ、新顔野菜 86 品目の浸透度（認知・購入経験）、 
冷凍野菜・カット野菜・加工野菜の利用拡大の実態、野菜の購買⾏動・不⾜感と意識･･･等 

② 《魚・肉編》“魚”離れ＆“肉”食化の詳細は？ 
魚介類の 78 品目の購入実態、食べ⽅別の使い⽅とイメージ、 
魚介類の調理の実態と意識、⽔産加工品の利用、 
肉類 27 品目の使い⽅、食肉加工食品の利用、魚・肉の購買⾏動・過不⾜感と意識･･･等 

③ 《新しい味編》世界各国＆ご当地の味の家庭の食卓への定着度を検証!! 
洋風・中華系・韓国系・東南アジア系・ラテンアメリカ系メニュー、ご当地メニュー、 
洋風・中華系・韓国系・エスニック系調味料・和風郷土調味料・スパイス・海外本格食材、 
目新しい調味料の購買⾏動・情報源、調味用食材、乳製品・チルド定番食材･･･等 

④ 《まとめ編》食卓トレンドを、様々な角度から多⾯的に検証!! 
《野菜編》《魚・肉編》《新しい味編》の総括・まとめ 

 
「家庭の食卓トレンド調査」は、07 年・10 年・13 年に実施しており、本調査はその継続調査です。 
(http://www.jmar.biz/report/life/16_foodtrend.html) 

 
 
本調査は、メニュー・食品・調味料からみた生活者データベースです。今回はその中から、「食用経験

でみる出世メニュー」「『チョレギサラダ』『アクアパッツア』の家庭の食卓への浸透」「野菜メニュー・
魚介類メニュー・肉類メニューの食卓登場頻度」「食卓への浸透が進む野菜」「よく買う肉類」に焦点を
当てて、結果を報告しております。 
 
【調査購入のご案内】 
 本調査は、弊社自主企画による調査に複数企業がご参加いただく⽅式で実施し、以下のアウトプット
一式を提供いたします。 

① 調査のアウトプット： 
 《野菜編》《魚・肉編》《新しい味編》各編毎に 
  （1）調査報告書：A4 判・55〜65 ページ・2017 年 1 月発⾏ 
  （2）集計結果数表：A4 判・602〜812 ページ・2016 年 12 月発⾏ 
  （3）集計データ（CD-ROM）：クロス集計、ローデータ、他 
 《まとめ編》：A4 判・19 ページ・2017 年 2 月発⾏ 

② 購入費用：定価 各編 350,000 円〜450,000 円(税別） 
ＭＤＢメンバー価格 各編 300,000 円〜400,000 円(税別） 
※セット価格あり ※《まとめ編》のみの購入はできません。 

 ※本調査の成果物の著作権は（株）日本能率協会総合研究所が保有します。 
 ※弊社は、本調査にご参加・購入いただいた企業（法人・個人）以外には、成果物を提供いたしません。ただし、本調査

を告知するための限定的な利用、及び発刊から一定期間経過後はこの限りではありません。 
 ※本調査の成果物のご利用はご参加・購入いただいた企業（法人・個人）の内部でのご利用のみに限らせていただきます。 
 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大手町２-２-１ 新大手町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 

 
 

本件引用の際は、お手数ですが、上記あて掲載紙をご送付ください。 
 


